
        
 

今
年
も
「
秋
の
読
書
週
間
」
が
一
〇
月
二
七
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

 
 

芥
川
賞
、
直
木
賞
と
い
っ
た
馴
染
み
深
い
賞
と
並
ん
で
、
優
れ

た
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
に
贈
ら
れ
る
小
林
秀
雄
賞
と
い
う
賞
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
賞
の
二
〇
一
六
年
第
十
五
回
受
賞
作
の
森

田
真
生
著
『
数
学
す
る
身
体
』
新
潮
社
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
一
人
歩
き
し
、
人
の
手
に
負
え
な
く
な
り
そ

う
な
予
感
が
す
る
現
在
だ
か
ら
こ
そ
、
数
学
（
機
械
）
と
人
間
の

相
互
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
よ
り
一
層
必
要
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
森
田
真
生
著
『
数
学
す
る
身
体
』
は
、

こ
う
し
た
意
味
で
と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
、
数
学
に
対
し
て
も
、

新
し
い
見
方
を
発
見
で
き
る
本
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 

人
間
の
「
数
え
る
」
道
具
で
あ
っ
た
数
学
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
形
式
化
、
記
号
化
さ
れ
、「
人
間
の
身
体
か
ら
そ
ぎ
落

と
さ
れ
る
よ
う
に
」
変
容
し
て
き
ま
し
た
。 

 
 

し
か
し
、
人
口
知
能
の
父
と
呼
ば
れ
る
ア
ラ
ン
・
チ
ュ
ー
リ
ン

グ
を
「
心
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
」
と

表
現
す
る
著
者
に
と
っ
て
、
数
学
す
る
生
身
の
人
間
の
存
在
は
、

数
学
の
変
容
に
お
い
て
切
り
離
す
こ
と
の
出
来
な
い
本
質
的
な
も

の
で
す
。 

 
 

「
数
学
と
数
学
す
る
身
体
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
互
い
に
互
い
を

編
み
な
が
ら
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い
新
た
な
風
景
を
、
生
み
出
し

続
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
―
『
数
学
す
る
身
体
』
最
終
章
よ
り 

 

数
学
及
び
科
学
の
未
来
に
い
く
ば
く
か
の
不
安
を
抱
え
る
私
達

に
と
っ
て
も
「
互
い
に
互
い
を
編
み
な
が
ら
」
は
、
理
想
の
形
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。 

  

 

☆
君
に
贈
る
本
（
キ
ミ
本
）
大
賞 

 

キ
ミ
本
大
賞
は
全
国
各
地
の
中
学
・
高
校
の
先
生
が
中
高
生
た

ち
に
是
非
と
も
読
ん
で
欲
し
い
本
を
選
び
、
そ
の
結
果
を
集
計
し

た
も
の
で
す
。
第
四
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
次
の
と
お
り
で
す
。
読

書
週
間
を
機
に
こ
れ
ら
の
本
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
が
読
ん
で
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 一
位 

 

『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』
吉
野
源
三
郎 

二
位 

 

『
星
の
王
子
さ
ま
』 

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ 

三
位 

 

『
蜜
蜂
と
遠
雷
』 

恩
田
陸 

四
位 

 

『
陸
王
』 

池
井
戸
潤 

五
位 

 

『
嫌
わ
れ
る
勇
気
』 

岸
見
一
郎
・
古
賀
史
健 

六
位 
 

『
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
君
た
ち
へ
』 

司
馬
遼
太
郎 

七
位 

 

『
夜
と
霧
』 

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
Ｅ
・
フ
ラ
ン
ク
ル 

八
位 

 

『
深
夜
特
急
』 

沢
木
耕
太
郎 

 
 
 
 

『
坂
の
上
の
雲
』 

司
馬
遼
太
郎 

 
 
 
 

『
モ
モ
』 

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ 

十
一
位 

『
わ
た
し
を
離
さ
な
い
で
』 

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ 

十
二
位 

『
天
地
明
察
』 

冲
方
丁 

十
三
位 

『
生
き
る
ぼ
く
ら
』 

原
田
マ
ハ 

 
『
十
二
番
目
の
天
使
』 

オ
グ
・
マ
ン
デ
ィ
ー
ノ 

十
五
位 
『
か
が
み
の
孤
城
』 

辻
村
深
月 

 
 
 
 

『
き
み
の
友
だ
ち
』 

重
松
清 

 
 
 
 

『
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟
』 

東
野
圭
吾 

十
八
位 

『
ぼ
く
は
勉
強
が
で
き
な
い
』 

山
田
詠
美 

十
九
位 

『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』 

池
井
戸
潤 

二
十
位 

『
青
い
鳥
』 

重
松
清 

 
 
 
 

『
図
書
館
戦
争
』 

有
川
浩 

 
 
 
 

『
羊
と
鋼
の
森
』 

宮
下
奈
都 

 
 
 
 

『
僕
は
、
そ
し
て
僕
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』 

梨
木
香
歩 

 
 
 
 

『
ミ
ラ
イ
の
授
業
』 

瀧
本
哲
史 

  

  
 
 
 

☆
一
押
し
の
本
！ 

 

・
守
隨
憲
道
校
長
先
生 

 
 

『
橋
を
か
け
る
』
‐
子
供
時
代
の
読
書
の
思
い
出
‐ 

皇
后 

美
智
子
様
（
文
春
文
庫
） 

 
 

品
格
、
教
養
と
も
に
日
本
を
代
表
す
る
女
性
。
特
に
本
に
ま
つ

わ
る
講
演
は
、
世
界
中
の
人
々
か
ら
賞
賛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
達
が
、
自
分
の
中
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
根
を
持
つ
た
め
に 

子
ど
も
達
が
、
喜
び
と
想
像
の
強
い
翼
を
持
つ
た
め
に 

 

子
ど
も
達
が
、
痛
み
を
伴
う
愛
を
知
る
た
め
に 

 

そ
し
て
、
子
ど
も
達
が
人
生
の
複
雑
さ
に
耐
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に

与
え
ら
れ
た
人
生
を
受
け
入
れ
て
生
き
、
や
が
て
一
人
一
人
、 

 

私
共
全
て
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
の
地
球
で
、
平
和
の
道
具
と

な
っ
て
い
く
た
め
に
。 

で
結
ば
れ
る
、
平
成
十
年
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
国
際
児
童
図
書

評
議
会
（
第
二
十
六
回
世
界
大
会
）
の
基
調
講
演
他
が
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
先
日
十
月
二
十
日
、
今
上
天
皇
の
皇
后
と
し
て
最
後

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
談
話
と
と
も
に
読
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

  
 

・
難
波
絵
美
先
生 

『
日
本
‐
そ
の
姿
と
心
‐
日
英
対
訳
』
（
日
鉄
住
金
総
研
株
式
会
社
） 

 

こ
の
本
は
、
日
本
の
地
理
、
歴
史
、
政
治
、
経
済
、
企
業
経
営
、

社
会
、
文
化
、
風
俗
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
語
と
英
語
で
説

明
し
て
い
ま
す
。
是
非
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
に
、
興
味
が
あ
る
と

こ
ろ
だ
け
で
も
い
い
の
で
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。 

 

 

・
正
木
匠
先
生 

『
ギ
ブ
・
ミ
ー
・
ア
・
チ
ャ
ン
ス
』 

荻
原
浩 

（
文
春
文
庫
） 

 

元
力
士
の
探
偵
、
売
れ
な
い
演
歌
歌
手
、
元
Ｃ
Ａ
の
ロ
ー
カ
ル

列
車
の
客
室
乗
務
員
等
々
、夢
を
諦
め
き
れ
な
い
不
器
用
だ
が
愛

す
べ
き
八
人
の
奮
闘
を
書
い
た
短
編
集
。
読
み
や
す
く
、
笑
っ
て

泣
け
て
ほ
っ
こ
り
。
生
き
る
勇
気
を
ち
ょ
っ
と
も
ら
え
る
佳
作
で
、

暇
な
と
き
に
気
軽
に
手
に
取
っ
て
欲
し
い
本
で
す
。 

 

図
書
だ
よ
り 

 

平
成
三
〇
年
一
〇
月
三
一
日 

発
行 

豊
南
高
等
学
校
図
書
委
員
会 



 
 

 

・
小
川
能
子
先
生 

『
生
き
る
ぼ
く
ら
』 

原
田
マ
ハ 

（
徳
間
文
庫
） 

 
 

米
作
り
か
ら
様
々
な
事
を
学
び
、
自
分
自
身
を
取
り
戻
し
て

い
く
人
々
。「
生
き
る
」
こ
と
の
意
味
が
温
か
く
大
切
に
描
か
れ

て
い
る
一
冊
で
す
。 

  
 

 

・
水
野
冬
馬
先
生 

 

『
車
イ
ス
ホ
ス
ト
』 
寺
田
ユ
ー
ス
ケ 

（
双
葉
社
） 

 
 

「
ホ
ス
ト
な
ん
て
」
と
い
う
考
え
は
偏
見
。
で
は
「
車
イ
ス

だ
か
ら
」
と
い
う
考
え
は
？
同
じ
く
偏
見
。
自
ら
の
実
体
験
か

ら
そ
う
気
付
い
て
い
く
実
話
。
先
日
公
開
プ
ロ
ポ
ー
ズ
に
成
功

し
、
次
々
と
成
功
を
手
に
し
た
脳
性
ま
ひ
の
青
年
が
つ
づ
っ
た

一
冊
。 

  
 

 

・
三
年
生
女
子
生
徒 

 

『
ふ
た
ご
』 

藤
崎
彩
織 

（
文
藝
春
秋
） 

 
 

こ
の
本
は
、S

E
K

A
I 

N
O

 
O

W
A

R
I 

を
担
当
し
て
い
る

S
a

o
ri

さ
ん
が
藤
崎
彩
織
と
し
て
書
き
ま
し
た
。
処
女
作
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
直
木
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
話
題
に
な
っ
た

本
で
す
。
登
場
人
物
の
「
ふ
た
ご
」
の
男
女
が
苦
難
を
乗
り
越

え
、
成
長
し
て
い
く
物
語
で
す
。
是
非
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。 

 

 
 

・
三
年
生
女
子
生
徒 

『
う
ま
く
い
っ
て
い
る
人
の
考
え
方
』 
 

ジ
ェ
リ
ー
・
ミ
ン
チ
ン
ト
ン 

（
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
） 

同
じ
人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
届
か
な
い
く
ら
い
凄
い
人
と
凡

人
が
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
主
な
違
い
に
「
思
考
」
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
本
を
読
ん
で
上
手
く
い
く
思
考
回
路
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
成
功
の
近
道
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

・
二
年
生
女
子 

『
妖
怪
ア
パ
ー
ト
の
幽
雅
な
日
常
』 

香
月
日
輪 

（
講
談
社
文
庫
） 

 
 
 

主
人
公
は
高
校
生
の
稲
葉
タ
エ
。
中
学
生
の
頃
に
両
親
を
亡

く
し
、
親
戚
の
家
で
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て
い
た
タ
エ
は
、 

 
 

 

高
校
生
に
な
っ
た
ら
一
人
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
を
決
意
。
ひ

ょ
ん
な
こ
と
で
知
っ
た
ア
パ
ー
ト
に
は
― 

妖
怪 

―
が
出
る

ら
し
く
て
！
あ
な
た
の
「
普
通
」
を
壊
し
て
く
れ
る
妖
し
く

幽
雅
な
物
語
で
す
。 

 

・
一
年
生
男
子 

 

『
精
霊
の
守
り
人
』 

上
橋
菜
穂
子 

（
偕
成
社
） 

女
用
心
棒
バ
ル
サ
が
、
新
ヨ
ゴ
皇
国
の
ニ
ノ
妃
か
ら
皇
子

チ
ャ
グ
ム
を
託
さ
れ
、
皇
子
を
守
る
た
め
父
帝
が
差
し
向
け

て
く
る
刺
客
や
、
異
界
の
魔
物
と
戦
い
続
け
る
作
品
。
こ
の

本
は
い
く
つ
か
の
賞
を
受
賞
し
、
テ
レ
ビ
放
送
も
さ
れ
ま
し

た
。
女
性
な
が
ら
に
凛
々
し
く
戦
う
バ
ル
サ
の
姿
が
カ
ッ
コ

よ
く
、
勇
気
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ

ま
し
た
。 

 
 

・
一
年
生
男
子 

『
コ
ン
ビ
ニ
人
間
』 

村
田
沙
耶
香 

（
文
藝
春
秋
） 

 

よ
く
コ
ン
ビ
ニ
店
を
利
用
す
る
の
で
、
こ
の
本
の
タ
イ
ト

ル
に
魅
か
れ
て
読
ん
で
み
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

障
害
を
思
わ
せ
る
コ
ン
ビ
ニ
店
員
の
女
性
が
不
思
議
な
恋
愛

を
経
て
、
明
る
く
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
物
語
で
す
。
読
み

始
め
た
時
、
そ
の
女
性
が
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
最
後
に
は
新
し
い
自
分
に
な
れ
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

金
色
の 

ち
ひ
さ
き
鳥
の 

  
 
 
 
 
 
 

か
た
ち
し
て 
銀
杏
ち
る
な
り 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夕
日
の
岡
に 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

与
謝
野
晶
子 

 
 

 

 


